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2025年1月18日（土）、市原市立八幡小学校体育館で、「児童
虐待・いじめ防止」をテーマにしたイベントを開催。
当日は晴天の中、約400名の来場者を迎え、盛況のなか大きなト
ラブルもなく無事終了しました。

このイベントはオレンジリボン運動の考えに基づき、
「STANDUP！GLOWUP！（立ち上がれ！輝け！）」をテーマ
に、クリーン活動、運動体験、プロアスリートによる児童向けト
ークショー、キッズダンス、さらにはプロレスの試合3試合を行
いました。

トークショーにおいては、人生の壁にぶつかった時のアドバイス
を子どもたちに訴えかけ、プロレスの試合では困難に立ち向かう
姿を披露し、来場した子どもたちに多くの勇気と希望を与えるこ
とが出来たと自負しています。（次ページに続く）

当日の振り返り



普段目にすることのないプロレスラーが目の前で熱戦を繰り広げ
ることで、観客から大きな声援が上がり、冬の体育館は興奮と熱
気に包まれました。特に子どもたちは、プロレスを通じて困難に
立ち向かう姿勢に何かを感じることができたと思います。

「児童虐待防止のため、地域みんなで見守ろう！」という言葉で
イベントを締め、終了後には、学校関係者や保護者、そして参加
した児童から、「非常に素晴らしいイベントだった」、「とても
楽しかった、ぜひまた開催してほしい」という数多くの好意的な
フィードバックをいただきました。

このような温かい声をいただけたことは、イベントが成功した証
であり、今後もこのような貴重な機会を提供し続けていくことの
重要性を改めて感じた次第です。

特定非営利活動法人BUMP-UP
代表理事　潤間

当日の振り返り



アスリートによるトークショー
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トークショー内容抜粋①
なぜその職業を選んだのか？

[笹村]:
元々保育園の先生で。友達の誘いでプロレスを見た際にどん
な強い相手にも立ち向かっていく姿に勇気をもらえた。保育
士という仕事もすごい好きだったけど、私は戦う姿を見ても
らうことで、たくさんの人に勇気・元気をあげたいなと思
い、プロレスラーになろうと思いました。

[SAKI]:
元々テレビの裏方の仕事（AD）をしてました。けど私は歌も
歌いたくて。それで自己表現したいという思いが芽生え、歌
う仕事は何があるかなんて探して、前に立つ仕事を探してい
るうちにプロレスラーになってました。皆も好きなことを追
求すればなりたいものにきっとなれる！



[佐藤]:
兄に憧れサッカー選手を目指しました。自分のポジションが
ゴールキーパーで唯一手が使えるポジションなんですが、 そ
の当時自分が所属していたトップチームに日本代表の選手が
いて、それでここで活躍できたら、どれだけ高み目指せるん
だろうなと思い、プロになろうと思いました。

[伊地知]:
もともと僕は野球でプロを目指していましたが、怪我でプロ
への道を断念しました。それからサポート側に回ろうと思っ
てスポーツトレーナーを目指し、栄養管理を独学で学んだ結
果、病院を経営する側になりました。どんどん楽しんでいけ
ば、いろんなお仕事につながっていくんじゃないかなと思い
ます。

[火野]:
小学生の頃にTVでプロレス中継をやっていた世代。その中で
当時 橋本真也さんという方を見て、その試合を見てすごい熱
くなって、なんかすごいなこの世界、めちゃくちゃ面白いな
と思って。それから一生懸命、体を大きくするためのトレー
ニングをしてプロレスラーになりました。



トークショー内容抜粋②
人生で壁にぶつかった時、どう乗り越えてきたか？

[笹村]:
私は壁を壁と思わず、なりたいものを目指してまっすぐに進
んだ結果、振り返った時に「あーこれしんどかったな」と思
うようにしてます。練習でスクワット500回をやることは辛
いけど、それを乗り越えれば強くなれると信じて。そうやっ
て発想を変えればちょっと楽になるかもしれないです。

[SAKI]:
私は壁に当たることが多いんですが、そんな時には少しの勇
気を振り絞り、周囲に頼ることを心がけています。そうする
と、その壁が次第に低くなったり薄くなったりと、ぐっと乗
り越えやすくなるのを感じます。ちょっとした勇気を出せ
ば、きっと多くの壁を乗り越える力を与えてくれます。



[佐藤]:
自分自身に限界を作らない。夢とか目標を持ち続けて、それ
に向かってポジティブに立ち進んでいくことが大切です。今
もそう思っていますが、VONDSは誰のためのクラブか。それ
を応援していただく市民の皆さんに恩返しする気持ちを胸に
これからも進んでいきます！

[伊地知]:
火野さんのお話と近いと思うんですけど、同級生だけじゃな
くて先輩とか、できるだけ頼れる環境を作ることが大事です
ね。大人になった時、なかなか上司とかって話しにくいと思
うんですけど、そういう仲間が自分の壁の乗り越え方を教え
てくれると思います。

[火野]:
自分もSAKIさんと同じで。 仲間を頼る。数が多くなくても深
い仲間が一人でもいれば全然違うと思うんで、そういう仲間
を作るっていうのはすごい大事だと思います。もう一つは、
普段から一生懸命やること。そうすれば自分に自信っていう
のは絶対つくと思うんです。それって大事なんですよね。



その他ハイライト



収支報告



ご協賛いただいた皆様

あらためてご支援に感謝申し上げます！ありがとうございました！



2025年度の計画

どうぞ引き続きご支援のほど宜しくお願い申し上げます
お振込先はこちら 
 トクテイヒエイリカツドウホウジン バンプアップ
 千葉銀行 八幡支店 普通 3965960
 千葉信用金庫 五井支店 普通 002822

月100円～の継続寄付も
宜しくお願い申し上げます


